
 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

今こそ力をかしてください！ 
一日も早い復旧のために  

 

 

只見町は、高齢化率が県内でも４番目と高い地域です。今回の水害では部落全
体に大きく被害を受けていて、泥だしといった重労働は高齢者の助け合いだけでは
限界があります。 
 また現在、道路や橋が寸断され立ち入れない地区が２か所もあります。今後、簡
易道路や橋ができると、その地域に新たなニーズが発生することが見込まれます。 
住民は復旧作業を通じて、ボランティアの皆さんに大きな励ましをもらっていま

す。これからも多くの人手が必要です。ぜひ継続的な支援をお願いします。 

只見町災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

所長 五十嵐善久さん 

７月末に発生した新潟・福島豪雨により、福島県只見町・金山町では甚大な
被害が生じました。 

８月１日に只見町（ただみまち）災害ボランティアセンター、8月3日に金山町
（かねやままち）災害ボランティアセンターが立ち上がりました。 

現在、地域の住民の方々や県内外からのボランティアが泥だしや片づけ作
業にあたっています。 

今回の水害は浸水被害だけでなく、多量の土砂が家屋に流入しています。そ
のため作業には相当な人手が必要です。 

 

只見町 金山町 

現在、地区ごとに復旧作業を進めており、４地区でボランティアと住民が家屋の
泥だしを行っています。大洪水から１週間が経ちましたが、被害の大きさに住民の
方には疲れが見え始めています。 
センターとして、多くのボランティアにご協力をいただき、住民の助け合いだけでは

手が回りきらないところに、ていねいなお手伝いをしていきたいと考えています。 
 活動を通してつくられた絆を大切にして、ボランティアの方には「元気になった金山
町にまた来たい」と思っていただきたいと思っています。 

金山町災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ 

所長 加藤ゆきさん 
このニュースは赤い羽根共同募金会の災害等準備金によって作成しています 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現在、災害ボランティアセンターには、住民の方々からボランティアにきて
ほしい、という電話がたくさんかかるようになっています。住民の方々の生活
の一日も早い復旧のために、一人でも多くのボランティアの力が必要です 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
只見町災害ボランティアセンター 
福島県南会津郡只見町大字長浜字唱平 60番地 
TEL 080-5949-7617（ボランティア受付） 
HP：http://www.shien-p-saigai.org/tadami/ 
Twitter:＠tadamisaigaivc 

金山町災害ボランティアセンター 
福島県大沼郡金山町大字中川字沖根原 1324  
TEL 0241-55-3367（ボランティア受付） 
HP: http://www.shien-p-saigai.org/kaneyama/ 
Twitter:@kaneyamasvc 
 
 

 

かつてない甚大な被害 
7月末に発生した新潟・福島豪雨の被害は、地域に

かつてない被害をもたらしました。只見町では、床上浸
水100棟、床下浸水250棟、家屋等流出10棟、金
山町では、床上浸水 92棟、床下浸水 17棟、全壊家
屋７棟、その他非住家にも多数の被害がでています。
（８月３日時点） 

 

土砂災害のため復旧には多くの人手が必要に 

只見町・金山町とも、豊かな森林をもつ山々に囲
まれ、普段ならば清らかな流れを誇る、いく筋もの
川が流れ、四季の移ろいの美しいエリア。川釣り、登
山、スキー、あるいは SL など、観光客にとっての魅
力もたくさんあります。 
けれども現在、被害地域内では、いくつもの橋が

落下したり、通行丌能になっていたり、土砂崩れに
よって道路が寸断されているなど、住民の生活に大
きな支障をきたしています。 
ボランティアによるお手伝いを必要とされる家屋

等は、まとまってある場合だけでなく、点在していた
り、車では近くまで入れない場合もあります。 

いまだ通行不能の地域も 

 

  

  

普段の生活を取り戻すには、泥
などをかきだし、畳などをあげて床
下の消毒などをし、家財道具など
を廃棄したり、整理したりし、新たに
畳をいれたり、生活用品を整えた
り、とたくさんの手順と手間・時間が
かかります。 

 

ボランティアにきてくれた方から
は「なにもかも泥まみれなので、一つ
ひとつ丁寧に洗ったり、整理したりし
なければならないので大変です。運び
ださなければならないものも本当に
たくさんあり、お年寄りの方が多い地
域なので、もっともっとお手伝いした
い、って思います。みなさん、ぜひボ
ランティアにいらしてください」との
メッセージが寄せられました。 

金山町では、災害ボランティア経験のあ
る人たちのなかから案内役になっていた
だき、地域の区長さんたちなどとお話をし
て被害状況を把握しています。ボランティ
アが必要な地区には、必要人数にボランテ
ィアをグループ化してグループ単位で担
当地区に行って活動をしています。 
高齢化率が県内でも非常に高い地域で

ある只見町・金山町では、お年寄り同士の
助け合いも活発にされていますが、泥かき
や畳あげなど、力仕事にはぜひ若い力を借
りたいところです。 

只見町災害ボランティアセ
ンターで住民からの｢ボランテ
ィアに来てほしい｣コールを受
けているのは、地元の女性陣。
｢顔の見える関係｣を最大限に
生かしながら、ていねい、かつ
的確にニーズをキャッチして
いきます。地元の人と話せるの
で、住民の方たちも安心して電
話をかけてきておられます。 

住民のおひとりは「長いことここ
に住んでいるけど、こんなにひどい
災害は初めてだよ。水だけじゃなく
て泥がたくさん入って、どうしたら
いいか、って思っていたら、ボラン
ティアさんが来てくれて本当に助か
っている。まだまだ先がみえないけ
れど、皆さんといっしょになんとか
がんばっていきたいね。」と話してく
れました。 

被害にあった方たちは、親戚の家
に身を寄せたり、なんとか片付けた自
宅の 2 階などで寝起きをされたりして
おられます。金山町では共同生活を
されたり、町営住宅に入居された方も
おられるとのこと。いずれも、慣れない
環境に疲労もたまってきています。 
今回の水害は多量の土砂が家屋

に流入しているため、各家庭の被害
は甚大です。 

http://www.shien-p-saigai.org/kaneyama/
http://www.shien-p-saigai.org/tadami/

